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反
対
討
論 
谷
口　
眞
治
議
員

積
立
よ
り
基
金
を

有
効
に
使
う
べ
き

　

主
な
基
金
の
積
立
額
は
、

財
政
調
整
基
金
、
減
債
基

金
、
公
共
施
設
等
管
理
基
金

な
ど
累
計
額
で
約
53
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
町

民
の
安
全
安
心
の
施
策
や
子

育
て
・
人
づ
く
り
支
援
に
使

う
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論 

上
田　
勝
幸
議
員

予
算
に
基
づ
い
て
、

適
正
に
執
行
し
て
い
る

　

住
民
福
祉
の
増
進
を
目
的

に
編
成
さ
れ
た
予
算
に
基
づ

い
て
執
行
さ
れ
て
お
り
、
執

行
の
過
程
で
重
大
な
過
失
や

住
民
生
活
に
多
大
な
損
失
を

及
ぼ
す
よ
う
な
事
象
も
な
く
、

当
然
是
と
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論 

山
本　
賢
司
議
員

高
齢
者
を
不
安
に
す
る

保
険
制
度

　

高
齢
者
比
率
が
上
が
る
と

保
険
料
窓
口
負
担
が
上
が
っ

て
い
く
、
一
方
医
療
の
必
要

性
が
高
ま
る
中
、
年
金
受
給

額
は
上
が
ら
ず
む
し
ろ
減
っ

て
い
く
。
結
果
、
高
齢
者
を

不
安
に
す
る
こ
の
よ
う
な
制

度
は
な
く
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

賛
成
討
論 

小
谷　
康
仁
議
員

低
所
得
者
の

負
担
軽
減
に
配
慮

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
高
齢

者
も
保
険
料
と
医
療
費
の
一

部
を
負
担
し
、
国
民
皆
保
険

を
引
き
継
い
で
い
く
必
要
な

支
え
合
い
の
し
く
み
で
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
な
ど

で
低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減

に
も
配
慮
し
て
い
る
。

反
対
討
論 

山
本　
賢
司
議
員

基
金
は
第
８
期

負
担
軽
減
財
源
に

　

第
７
期
の
余
剰
金
を
含
め

基
金
は
第
８
期
の
負
担
軽
減

財
源
に
充
当
す
べ
き
で
あ
る
。

　

必
要
に
な
っ
た
時
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
、

介
護
の
社
会
化
を
う
た
っ
た

制
度
も
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
の
連
続
で
あ
り
、
こ

れ
で
は
安
心
し
て
年
を
と
れ

な
い
。

賛
成
討
論 

小
谷　
康
仁
議
員

利
用
者
が
安
心
し
て

介
護
を
受
け
ら
れ
る

　

第
７
期
の
実
績
は
対
前
年

被
認
定
者
数
は
微
増
、
要
支

援
者
は
減
り
要
介
護
者
は
増

え
た
。
基
金
積
立
、
利
用
者

の
自
立
支
援
事
業
、
利
用
者

本
位
の
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
保

険
方
式
の
採
用
な
ど
、
認
定

者
が
安
心
し
て
支
援
、
介
護

を
受
け
ら
れ
る
努
力
を
し
て

い
る
。

賛
成
討
論 

小
谷　
康
仁
議
員

負
担
増
抑
制
に
配
慮

適
正
な
基
金
運
用

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
な

ど
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
、
基
金
運
用
も
財

源
安
定
化
や
急
激
な
保
険
税

の
上
昇
回
避
に
備
え
て
い
て

適
正
で
、
各
種
検
診
事
業
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
へ
の
移

行
な
ど
、
医
療
費
削
減
に
も

努
め
て
い
る
。

反
対
討
論 

谷
口　
眞
治
議
員

公
社
解
散
に
つ
い
て
、

町
の
責
任
が
大
き
い

　

今
回
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
香
住
観
光
公
社
の
突
然
の

解
散
と
な
っ
た
。
公
社
の
資

金
枯
渇
を
解
散
の
原
因
と
し

て
い
る
が
、
筆
頭
株
主
で
あ

る
町
が
資
金
援
助
を
し
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

公
社
は
香
美
町
の
観
光
振

興
や
地
域
福
祉
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
、
財
政
的
に
も

貢
献
し
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
解
散
と
な
っ
た
町
の

責
任
は
大
き
い
。

討
論

討
論

■
一
般
会
計

■
特
別
会
計

事　業　区　分 歳　入　総　額 歳　出　総　額 差　引　額
国民健康保険事業（事業勘定 + 各診療施設） 23 億 7396 万円 23 億 5989 万円 1407 万円
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 事 業 3 億 1437 万円 3 億 1405 万円 32 万円
介 護 保 険 事 業 23 億 4067 万円 22 億 8206 万円 5861 万円
財 産 区 165 万円 44 万円 121 万円
町 立 地 方 卸 売 市 場 事 業 45 万円 45 万円 0
国 民 宿 舎 事 業 3591 万円 3591 万円 0
矢 田 川 憩 い の 村 事 業 3196 万円 3196 万円 0

合　　　　　計 50 億 9896 万円 50 億 2475 万円 7421 万円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
宿
舎
事
業

■特別会計決算状況 ※各数字は四捨五入の関係で合わない場合があります。

決算特別委員会
■一般会計決算
歳入	 139 億 8048 万円　
歳出	 136 億		959 万円　
差引		 	3 億 7089 万円

財政調整基金の財源を
活かした町づくりを !

▶財政調整基金　決算年度末現在高	約38億円

　

令
和
元
年
度
香
美
町
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
決
算
の
認
定
は
、
決
算
特
別
委
員
会 

（
吉
川
康
治
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、５
日
間
の
審
査
を
経
て
「
原
案
認
定
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
の
本
会
議
に
て
、
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も
に
認
定
し
ま
し
た
。
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返礼品に人気の香住ガニ

答　
①
高
校
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務　

②
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務　

③
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村

香
美
町
小
代
」
運
営
業
務　

④
但
馬
高
原
植
物
園
活
性
化

推
進
業
務　

⑤
移
住
サ
ポ
ー

タ
ー
業
務
（
空
き
家
バ
ン
ク

運
営
）　

⑥
観
光
情
報
発
信

推
進
業
務
の
６
業
務
で
す
。

答　
積
み
立
て
理
由
は
来
年

度
か
ら
普
通
交
付
税
が
一
本

算
定
と
な
る
こ
と
、
企
業
会

計
や
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

が
多
額
に
な
っ
て
い
く
こ
と

と
、
公
共
施
設
の
更
新
等
ま

た
、
近
年
頻
発
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
応
な
ど
、
財
政
基

盤
の
充
実
が
必
要
。
今
後
の

見
通
し
は
大
幅
な
増
減
は
見

込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

答　
香
住
区
３
箇
所
（
長
井

地
区
公
民
館
、
香
住
小
学
校

交
差
点
、油
良
口
交
差
点
）、

村
岡
区
１
箇
所
（
村
岡
小
学

校
校
門
付
近
）、小
代
区
（
小

代
小
学
校
バ
ス
停
付
近
）
の

５
箇
所
で
す
。

答　
平
成
29
年
度
か
ら
24
時

間
運
行
に
伴
い
、
出
動
回
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

答　
こ
の
事
業
は
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
、
電
話
に
よ
る
特

殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
令

和
元
年
度
は
２
件
の
申
請
に

対
し
て
補
助
し
ま
し
た
。

　

実
績
が
少
な
い
要
因
が
、

申
請
手
続
き
や
自
己
負
担
が

必
要
な
こ
と
等
で
あ
れ
ば
、

し
く
み
の
見
直
し
や
対
象
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

も
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
機
械
操
作

が
苦
手
な
ど
が
要
因
の
一
つ

で
あ
れ
ば
、
柔
軟
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
な
し
く
み
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
額

は
約
３
億
円
と
前
年
度

の
約
２
．
３
倍
と
な
り

ま
し
た
。
要
因
は
専
門

サ
イ
ト
へ
の
登
録
、
全

国
版
の
雑
紙
や
テ
レ
ビ

で
の
紹
介
と
返
礼
品
の

充
実
と
在
庫
確
保
に
取

り
組
ん
だ
結
果
と
考
え

て
い
ま
す
。
課
題
は
よ

り
多
く
の
方
か
ら
寄
附

を
頂
く
た
め
複
数
の
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
登

録
を
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

倍
増
し
て
い
る
け
ど

な
ぜ
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

ど
ん
な
業
務
を
し
て
い

る
の
？

な
ぜ
基
金
を
積
み
立
て
る

の
、
今
後
の
見
通
し
は
？

自
動
通
話
録
音
機
購
入
補

助
事
業
の
実
績
が
少
な
い

け
ど
？

防
犯
カ
メ
ラ
は
ど
こ
に

新
設
し
た
の
？

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
状
況
っ

て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

委
員
が
注
目

し
た
視
点

ドクターカー
出動回数（香美町分）

令和元年度 255回

平成30年度 276回

平成29年度 240回

平成28年度 167回

平成27年度 153回

　〇ふるさとを担う子どもを育むまち
　・幼小中学校　熱中症対策等空調設備整備

　〇若者がいきいきと働くまち
　・６名の地域おこし協力隊が活躍
　・有害鳥獣捕獲個体一時冷凍保管庫２棟整備

　〇みんなで創る魅力あるまち
　・香美町空き家等対策計画を策定
　・香住区防災行政無線デジタル化工事

　〇みんなが安心して暮らせる健康長寿のまち
　・ドクターカー運行負担約 500 万円　香美町出動 255 回
　〇地域の豊かな資源を生かすまち
　・ふるさと納税倍増　14,464 件　約 3 億円
　〇協働によるまちづくりの推進
　・区、自治会等の防犯カメラ設置に補助金交付　３地区

　〇経営的視点にたった行財政運営の推進
　・公共施設等管理基金 約２億円積立

◆ ◆ ◆ ◆　　一般会計　主な成果　　 ◆ ◆ ◆ ◆

■国民宿舎事業　営業停止と解散の経過
令和元年 10 月 29 日　臨時株主総会
　翌年１月末の営業停止、会社整理について決議

令和２年２月 20 日　臨時株主総会
　本日付けで解散決議、清算人選任決議

予算の趣旨と目的に従って効率的に執行されたか
【着眼点】
・予算の趣旨にそっているか
・適正効率的に執行されたか
・行政効果が発揮できたか
・今後どのような改善工夫が成されるべきか

一般会計・特別会計令　和
元年度決算認定！
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答
　
快
適
に
授
業
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
体
調
不
良
を

訴
え
る
児
童
生
徒
も
な
く
、

概
ね
大
変
良
か
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
職
員
室
で
温
度

調
節
や
電
源
な
ど
の
集
中
管

理
が
で
き
て
良
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。

答　
夏
期
休
業
中
で
の
実
施

日
程
、
熱
中
症
対
策
、
会
場

の
広
さ
等
を
考
慮
す
る
と
事

業
初
年
度
と
し
て
は
妥
当
で

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

■
町
長
へ
の
質
疑

町
職
員
の
非
正
規
化
が
進
ん

で
、
過
半
数
を
超
え
る
状
況
、

本
来
正
規
職
員
が
や
る
べ
き

業
務
を
嘱
託
・
臨
時
職
員
に

さ
せ
て
は
い
な
い
か

答　
正
規
職
員
が
す
べ
き
業

務
を
嘱
託
・
臨
時
職
員
（
非

正
規
職
員
）
に
さ
せ
て
い
る

と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

非
正
規
職
員
は
、
そ
の
職

の
必
要
性
及
び
業
務
量
を
勘

案
す
る
中
で
、
業
務
の
種
類

や
性
質
に
応
じ
て
雇
用
し
、

業
務
を
割
り
当
て
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
は

県
の
補
助
事
業
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
こ

れ
で
は
、
任
意
の
場
所
に
設

置
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た

め
、
町
単
の
事
業
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か

答　
補
助
対
象
者
を
兵
庫
県

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業

と
し
て
採
択
を
受
け
た
団
体

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県

の
補
助
を
活
用
す
る
こ
と
で

限
り
あ
る
町
の
財
源
を
有
効

活
用
し
、
地
元
負
担
を
最
も

軽
減
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
単
の
補
助
事
業
と
な
る

と
複
数
の
補
助
制
度
を
作
る

こ
と
に
な
り
、
受
益
者
負
担

の
公
平
性
が
担
保
で
き
な
く

な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
行

制
度
の
推
進
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■
教
育
長
へ
の
質
疑

公
民
館
講
座
の
受
講
料
は
、

講
座
の
資
料
等
に
使
わ
れ
て

い
る
と
言
う
が
、
本
来
主
催

者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
か

答　
公
民
館
講
座
に
係
る
費

用
と
し
て
、
講
師
報
償
費
、

消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
費
、

郵
便
料
が
あ
り
ま
す
。
受
講

料
は
か
か
る
費
用
の
う
ち
、

講
座
生
が
個
々
に
受
益
を
受

け
る
観
点
か
ら
、
諸
経
費
の

一
部
を
負
担
頂
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

特
別
会
計
総
括
質
疑

香
住
観
光
公
社
が
運
営
し
た

国
民
宿
舎
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ

ン
今
子
浦
」
の
32
年
間
の
実

績
を
ど
う
評
価
す
る
。
存
続

す
る
道
は
な
か
っ
た
か
。

答　
開
設
か
ら
令
和
２
年
１

月
末
の
営
業
終
了
ま
で
、
宿

泊
者
28
万
７
千
人
、
宴
会
利

用
者
25
万
６
千
人
、
結
婚
式

５
２
６
組
、
売
上
額
約
56
億

円
と
い
う
実
績
か
ら
、
観
光

面
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

面
、
経
済
面
に
お
い
て
成
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
社
の
営
業
終
了
・
解
散

の
原
因
に
つ
い
て
は
、
多
く

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
直
接

的
な
要
因
は
公
社
自
身
の
資

金
枯
渇
に
よ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
回
避
の
方
法
と
し
て

は
資
金
調
達
が
必
要
不
可
欠

と
な
り
ま
す
が
、
公
社
の
諸

事
情
に
よ
り
、
新
た
な
借
入

に
踏
み
込
め
な
か
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
に
と
っ
て

も
さ
ら
な
る
公
費
の
投
入
は

町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

と
考
え
ま
し
た
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
と
利
用
状
況
は
？

学
校
に
整
備
し
た

エ
ア
コ
ン
の
効
果

と
感
想
は
？

小
学
校
英
語
力
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
事
業
へ
の
参
加

が
少
な
い
よ
う
だ
が
？

有
害
鳥
獣
捕
獲

ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

へ
の
搬
入
頭
数
は
？

設置台数 通報件数（救急）

香住区 148 台 11 件

村岡区 52 台 8 件

小代区 84 台 4 件

合　計 284 台 23 件

2 月 3 月 合計

下岡 29 26 55

長板 12 26 38

合計 41 52 93

居住区 参加者数 参加割合

香住区 28 人／ 86 人中 33%

村岡／小代区 19 人／ 49 人中 39%

合 計 47 人／ 135 人中 35%

令和元年度　搬入頭数（単位：頭）

◇
◇
町
長
・
教
育
長
へ
の
総
括
質
疑
◇
◇

防犯カメラ 5箇所に設置

ファミリーイン今子浦の新たな出発に期待



5 かみ議会だより 令和2年11月12日　第63号

　
一
般
会
計
補
正
第
７
号
は

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
と
経

済
支
援
に
国
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
も
の　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

  
補
正
予
算
第
７
号

 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
予
算

問　
①
入
れ
替
え
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
②
ど
こ
の
路
線
を
走
る

の
か
③
色
は
④
車
椅
子
で
の

使
用
は
可
能
か

答　
①
入
れ
替
え
ず
旧
車
両

を
予
備
車
に
し
、
令
和
３
年

６
月
末
納
車
予
定
で
す
。

②
香
住
市
街
地
、
佐
津
、
柴

山
香
住
線
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
③
町
の
カ
ラ
ー
④
車
イ

ス
使
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　
コ
ロ
ナ
感
染
飛
沫
防
止

に
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
富
岳
に
よ
る
と
ア
ク
リ

ル
板
の
高
さ
が
１
．
４
ｍ
な

い
と
防
げ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
大
丈
夫
か

答　
執
務
室
で
座
っ
た
状
態

で
机
に
置
き
60
㎝
、
カ
ウ
ン

タ
ー
80
㎝
で
す
。

　

現
地
を
確
認
し
、
充
分
飛

沫
感
染
を
防
げ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
①
業
務
用
石
油
ス
ト
ー

ブ
②
ポ
ー
タ
ブ
ル
石
油
ス
ト

ー
ブ
各
10
台
の
設
置
場
所
と

性
能
は
。
不
足
の
場
合
は

答　
避
難
所
に
直
接
設
置
せ

ず
本
庁
、
村
岡
、
小
代
地
域

局
各
５
、３
、２
台
を
配
備
し
、

非
常
時
に
必
要
な
避
難
所
で

の
使
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

①
性
能
は
木
造
で
48
畳
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
66
畳
に
対
応

②
性
能
は
木
造
17
畳
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
23
畳
に
対
応

県
が
事
業
者
と
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
不
足
時
は
、
県
に

要
請
し
ま
す
。

体
温
検
知
カ
メ
ラ
購
入
事
業

問　
設
置
場
所
は

答
　
香
住
、
村
岡
中
央
公
民

館
小
代
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

の
３
カ
所
に
設
置
し
ま
す
が
、

必
要
に
応
じ
て
移
動
し
ま
す
。

地
域
介
護
拠
点
整
備
補
助
事
業

問　
「
か
が
や
き
」「
つ
つ
じ

の
里
」
に
は
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
の
簡
易
陰
圧
装
置

を
設
置
す
る
と
あ
る
が
、「
こ

ぶ
し
の
里
」
は
対
象
外
だ
っ

た
の
か

答　
こ
ぶ
し
の
里
の
希
望
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　
コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
何

故
、
公
共
施
設
等
管
理
基
金

に
２
億
円
積
む
の
か

答　
将
来
に
わ
た
る
施
設
の

解
体
、
修
繕
等
を
見
込
ん
で

平
成
29
年
よ
り
決
算
剰
余
金

を
基
金
に
積
み
立
て
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
は
財
政
調

整
基
金
、
交
付
金
で
対
応
し

ま
す
。

問　
障
害
者
の
災
害
時
使
用

の
バ
ン
ダ
ナ
の
配
布
時
期
、

方
法
等
の
詳
細
は

答　
材
質
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

で
、「
助
け
て
」
の
意
思
表

示
が
困
難
な
方
の
た
め
の
も

の
で
視
覚
、
聴
覚
、
音
声
言

語
、
知
的
、
精
神
障
害
者
対

象
約
５
０
０
人
分
と
避
難
所

に
備
蓄
合
計
７
０
０
枚
作
製

予
定
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
障
害
者
自
立

支
援
協
議
会
で
検
討
し
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
広

報
に
て
周
知
し
、
福
祉
課
、

各
地
域
局
で
希
望
者
に
無
料

配
布
し
ま
す
。

　

12
月
中
に
配
備
予
定
で
す
。

経
済
支
援
予
算

畜
産
振
興
対
策
事
業

問　
堆
肥
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

施
設
敷
地
は
私
有
地
な
の
か
。

　
香
住
区
の
堆
肥
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。
畜
産
農
家
が

耕
種
農
家
に
代
わ
っ
て
散
布

す
る
の
か

答
　
私
有
地
で
農
地
レ
ベ
ル

の
土
地
の
賃
貸
借
契
約
で
す
。

　

香
住
区
の
堆
肥
は
各
畜
産

農
家
で
保
管
さ
れ
熟
成
さ
れ

た
も
の
を
圃
場
に
施
肥
し
て

い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
足
り
な
い
た

め
、
村
岡
区
、
小
代
区
の
堆

肥
を
香
住
区
の
圃
場
に
散
布

し
ま
す
。

　

香
住
畜
産
農
家
が
作
業
す

る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
村
岡
有
機
セ
ン
タ
ー
の
人

材
で
作
業
し
ま
す
。

   

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
（
第
３
号
）

問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
従

事
者
慰
労
金
は
、
ど
の
範
囲

ま
で
の
従
事
者
を
言
う
の
か

答　
医
師
、
看
護
師
、
事
務

員
が
対
象
で
一
律
５
万
円
で

す
。

補
正
予
算

コロナ感染拡大防止と経済支援‼
地方創生臨時交付金活用

質 

疑

庁
舎
等
感
染
予
防
対
策

資
材
購
入
事
業

町
民
バ
ス
運
営
事
業
費

「
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
」
の

低
床
ワ
ゴ
ン
車
購
入

避
難
所
感
染
防
止
対
策
事
業

命と健康を守るパーテーション

質 

疑
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■�

塵
芥
収
集
車
購
入

　

ゴ
ミ
収
集
車
の
購
入
で
す
。

問　
更
新
で
不
用
に
な
る
車

は
、
公
売
等
す
べ
き
だ

答
　
総
務
課
と
相
談
し
、
公

売
し
ま
す

■�

小
中
学
校
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
等
購
入

　

小
中
学
校
生
全
員
に
、
一

台
ず
つ
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

問　
全
国
的
に
整
備
中
で
あ

る
。
予
定
通
り
に
間
に
合
う

か答　
12
月
の
納
期
に
間
に
合

う
契
約
に
し
て
い
ま
す
。

◆�

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
対

策
に
対
応
す
る
、
町
職
員
の

作
業
手
当
を
時
間
・
関
係
度

合
に
よ
り
一
日
当
り
、千
円
・�

３
千
円
・
４
千
円
と
す
る
こ

と
で
す
。

問　
作
業
手
当
の
時
間
・
関

係
度
合
の
区
別
が
つ
く
の

か
、
ど
う
運
用
す
る
の
か

答　
横
浜
港
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
で
、
関
係
職
員
が

乗
船
し
た
事
例
が
改
正
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
運
用
に
つ
い

て
は
、
現
場
と
協
議
し
て
適

正
に
行
い
ま
す
。

◆�

観
光
案
内
所
条
例
の
一
部

改
正

　

香
住
観
光
案
内
所
新
事
務

所
が
、
11
月
１
日
よ
り
移
転

開
所
（
香
住
区
七
日
市
１
番

地
の
７
）し
ま
す
。そ
こ
で
、

村
岡
・
香
住
観
光
案
内
所
に

か
か
る
条
例
を
香
美
町
観
光

案
内
所
条
例
に
題
名
を
改
め

る
も
の
で
す
。

◆�

香
美
町
税
条
例
の
一
部
改

正
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
に

よ
り
国
・
県
が
認
め
た
行
事

（
イ
ベ
ン
ト
等
）
の
入
場
料

等
を
放
棄
し
た
場
合
、
寄
附

金
と
し
て
扱
い
、
税
額
を
減

額
す
る
こ
と
で
す
。

契
　
約

条
　
例

○ 小代地域局等改築工事の請負変更契約
○ 町道山手若松線橋梁下部工事（その１）
○ 塵芥収集車購入
○ 小中学校用コンピューター機器購入

6 億 5570 万円
5723 万円
1018 万円

1 億 230 万円

■
小
代
地
域
局
等
変
更
契
約

　

主
に
支
持
層
（
地
下
の
岩

盤
層
）
の
深
さ
が
、
地
下
４

ｍ
の
想
定
が
６
ｍ
と
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
る
変
更
で
す
。

問　
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
調
査

７
カ
所
で
４
ｍ
と
し
た
こ
と

が
、
な
ぜ
６
ｍ
の
深
さ
と
な

っ
た
の
か

答　
実
際
の
掘
削
で
６
ｍ
と

な
り
ま
し
た
。

■�
町
道
山
手
若
松
線
橋
梁
下

部
工
事

香
住
病
院
西
側
の
橋
の
基
礎

工
事
で
す
。

問　
橋
の
高
さ
が
海
抜
３
．

32
ｍ
と
し
て
い
る
が
、
津
波

等
と
の
関
係
は
大
丈
夫
か

答
　
兵
庫
県
の
想
定
で
は
、

最
大
で
70
㎝
の
高
さ
で
、
橋

で
は
０
ｍ
で
す
。

問　
図
面
に
歩
道
が
表
示
し

て
い
な
い
が
、
な
ぜ
か

答　
病
院
側
に
２
．
５
ｍ
の

歩
道
を
付
け
ま
す
。

契約内容
■小代地域局等改築工事の請負変更契約
　 契  約  金  額： 当初金 623,700,000 円を 655,702,300 円

に変更（32,002,300 円の増額）
　 契約の相手方：香美町香住区一日市 389 番地の 35
　　　　　　　　中川・西村特別共同企業体

■町道山手若松線橋梁下部工新設工事（その1）の請負契約
　 契  約  金  額：金 57,233,000 円
　 契約の相手方：香美町香住区香住 810 番地の 5
　　　　　　　　株式会社中村建設

■塵芥収集車の購入契約
　 契  約  金  額：金 10,179,978 円
　 契約の相手方：香美町香住区七日市 41 番地
　　　　　　　　 有限会社タムラモータース

■小中学校用コンピューター機器等の購入契約
　 契  約  金  額：金 102,300,000 円
　 契約の相手方：香美町香住区香住 1245 番地
　　　　　　　　 株式会社コラボラボ香住支店

質 

疑

質 

疑

質 

疑
質 

疑

質 

疑

　
小
代
地
域
局
等
改
築
工
事
の
変
更
契
約
等
契
約
４
件
、
観
光
案
内
所
条
例
の
一
部
改
正

等
条
例
３
件
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

学校のコンピュータールーム

建築中の香住観光案内所
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大激論

問　
区
画
整
理
事
業
は
組
合

施
工
か
地
方
自
治
体
の
団
体

施
工
の
二
つ
が
あ
り
、
山
手

は
町
の
判
断
で
組
合
施
工
と

な
り
、
組
合
と
町
は
運
命
共

同
体
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の

位
置
づ
け
は

答　
そ
の
通
り
で
、
土
地
区

画
整
理
と
い
う
一
つ
の
事
業

に
関
わ
ら
ず
、
周
辺
道
路
環

境
や
生
活
関
連
の
香
美
町
の

中
心
市
街
地
を
全
体
的
に
構

想
す
る
大
事
な
計
画
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
で

は
5
％
の
未
整
備
の
所
に
95

％
の
血
税
を
つ
ぎ
込
め
な
い

と
言
わ
れ
た
が
、
山
手
に
多

額
の
血
税
を
入
れ
る
理
由
は

答　
民
間
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

事
業
の
支
援
と
土
地
区
画
整

理
事
業
は
違
い
、
特
定
調
停

和
解
に
よ
り
、
香
美
町
の
み

な
ら
ず
、
金
融
機
関
で
は
債

権
放
棄
、
組
合
で
は
組
合
員

に
1
億
5
千
万
円
の
賦
課
金�

を
徴
収
、
旧
役
員
に
は
５
千�

7
百
万
円
の
負
担
を
保
証
人

と
し
て
責
任
を
果
た
し
て
頂

く
と
い
う
も
の
だ
か
ら
で
す
。

問　
組
合
員
の
高
齢
化
や
代

替
わ
り
へ
の
対
応
は

答　
設
立
当
初
の
組
合
員
も

徐
々
に
亡
く
な
ら
れ
、
代
替

わ
り
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
も
含
め
、
こ
れ
以
上
問
題

を
引
き
ず
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
和
解
に
至
り
ま
し
た
。

問　
土
地
は
農
地
の
ま
ま
だ

と
思
う
が
登
記
を
す
る
場
合

農
地
法
上
、
問
題
な
い
の
か

答　
平
成
8
年
に
県
の
農
業

会
議
へ
申
請
し
事
前
承
認
を

得
て
い
る
事
業
で
す
の
で
農

地
法
上
、問
題
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

債
権
放
棄
は
3
者
応
分
な

の
で
や
む
を
得
な
い
。
土
地

取
得
は
新
た
な
事
業
展
開
に

期
待
が
持
て
る
が
、
補
助
金

は
出
す
根
拠
が
な
く
容
認
で

き
な
い
。

　

組
合
は
責
任
を
果
た
す
べ

き
だ
。

　

和
解
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
令
和

５
年
の
組
合
の
完
済
ま
で
町

が
接
点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

投
資
案
件
だ
と
考
え
て
、

こ
の
エ
リ
ア
を
移
住
定
住
の

若
者
が
集
う
象
徴
的
な
夢
の

あ
る
新
し
い
町
づ
く
り
の
拠

点
と
す
る
た
め
に
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
だ
。

専決処分
関連議案

指定管理者の 
指 定

　
追
加
議
案
と
し
て
山
手
土
地
区
画
整
理
組
合
と
の

特
定
調
停
和
解
の
専
決
処
分
1
件
と
債
権
放
棄
と
土

地
取
得
に
関
わ
る
関
連
2
議
案
の
3
議
案
が
一
括
提

案
さ
れ
、
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ
、
3
議
案
の
継
続

審
議
を
求
め
る
動
議
が
出
さ
れ
た
が
、
賛
成
少
数
で

否
決
し
、
3
議
案
と
も
に
原
案
通
り
賛
成
多
数
で
承

認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
追
加
議
案
と
し
て
香
美
町
立
国
民
宿
舎

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
」
の
新
た
な

指
定
管
理
者
の
指
定
を
求
め
る
議
案
が
提

案
さ
れ
、
原
案
通
り
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

「香住山手」  特定調停和解を承認 !!  総額 ２億円  

国民宿舎  「ファミリーイン 今子浦」 
「さかえ開発株式会社」 に 指定 !!

□ 関連議案　　　
　①債権放棄…………… 2740 万 5000 円　
　　（民事調停法第 17 条に基づく決定）
　②土地取得……………… 1 億 1000 万円
     ( 土地開発基金を利用・ 50 区画　10,097㎡）

□ 指定管理者の説明
　①公の施設の名称及び所在地 香美町立国民宿舎「ファミリーイン今子浦」
 香美町香住区境 582番地
　②指定管理者となる団体及び所在地 さかえ開発株式会社　代表取締役 守山重人
 香美町香住区境 1104番地の54
　③指定の期間 令和 2年12月1日から令和 7年3月31日まで

□ 和解の要旨
　 （組合及び香美町関係）
　①組合への貸付金 2740 万 5000 円　（債権放棄）
　②組合への補助金 6259 万 5000 円　（組合の債務返済支援）
　③保留地購入代金 　１億 1000 万円　（残保留地 50 区画）　

質 

疑

討
論

反
対
討
論

西
谷
　
　
尚 

議
員

賛
成
討
論

上
田
　
勝
幸 

議
員

賛
成
討
論

田
野
　
公
大 

議
員

問　
資
本
金
１
５
０
万
円
で

ス
タ
ー
ト
す
る
が
従
業
員
・

初
期
投
資
の
問
題
を
ど
う
す

る
の
か

答　
計
画
書
で
は
正
職
員
6

人
と
フ
ロ
ン
ト
・
レ
ス
ト
ラ

ン
担
当
が
若
干
名
と
な
っ
て

お
り
８
人
以
上
で
す
。
指
定

を
受
け
た
後
に
協
力
企
業
等

賛
同
す
る
方
か
ら
の
資
本
金

を
募
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

問　
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
改

修
計
画
も
な
い
状
況
で
不
安

が
募
る
が
、
ど
う
か

答　
公
募
の
中
で
審
査
会
・

選
定
委
員
会
で
認
め
ら
れ
た

事
業
者
で
あ
り
、
国
民
宿
舎

を
運
営
す
る
た
め
に
造
ら
れ

た
会
社
で
未
知
数
で
す
が
、

起
業
・
創
業
に
向
け
て
新
し

く
会
社
を
立
ち
上
げ
て
い
く

方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な
い

し
、
町
の
思
い
に
沿
っ
た
担

い
手
が
出
て
き
た
こ
と
は
、

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

質 

疑
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補正
予算

新型コロナウイルスの感染症対策
　　　　　　　　２億6324万円

７月臨時会

　
感
染
予
防
対
策
を
強
化
、
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の
対
応
、

将
来
に
向
け
た
新
し
い
生
産
・
加
工
・
販
売
ス
タ
イ
ル
へ
の
転

換
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
の
新
た
な
飛
躍
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

が
提
案
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

補正予算第６号
高齢者等生活環境改善事業 3100 万円
後期高齢者（75 歳以上）世帯または重度障害者のいる世帯に対し
エアコン設置に要する費用に上限 10 万円補助する

畜産振興対策事業 3755 万円
伝染病感染予防や暑熱対策等の飼養管理改善、労働環境改善のため
消毒噴霧器・散布機・高圧洗浄機・換気扇等の牛舎等付帯設備の支援

水産業振興事業 １億 890 万円
漁業者、水産加工業者に対し生産現場、加工現場において施設の
衛生管理や作業省力化の支援

議案の審議結果 ※賛否が異なった議案のみ掲載しています。

　空白・・・賛成、　×・・・反対　※議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議員名

議案名

東
垣
　
典
雄

谷
口
　
眞
治

上
田
　
勝
幸

小
谷
　
康
仁

西
谷
　
　
尚

見
塚
　
　
修

田
野
　
公
大

岸
本
　
正
人

山
本
　
賢
司

吉
川
　
康
治

西
坂
　
秀
美

西
谷
　
高
弘

藤
井
　
昌
彦

徳
田
喜
代
子

森
浦
　
　
繁

西
川
　
誠
一

議案第
89 号

令和元年度香美町一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて 　 × × × −

議案第
91 号

令和元年度香美町後期高齢者医療保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について × × × −

議案第
92 号

令和元年度香美町介護保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について × × × −

議案第
95 号

令和元年度香美町国民宿舎事業特別会計歳入歳出決
算の認定について × × × −

議案第
104 号

専決処分をしたものにつき承認を求めることについ
て（和解をすることについて） × × × × −

議案第
106 号 債権を放棄することについて × −

議案第
107 号 土地を取得することについて × × × × × −

議案第
111 号 令和２年度香美町一般会計補正予算（第８号） × × × × −

問　
コ
ロ
ナ
対
策
の
補
正
予

算
の
周
知
方
法
は

答　
広
報
臨
時
号
で
住
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

問　
商
店
街
等
お
買
い
物
券

の
内
容
は

答　
町
内
の
小
売
店
の
活
性

化
で
商
店
か
ら
購
入
す
る
商

品
に
対
し
て
、
２
ヶ
月
で

20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
け

て
購
入
の
促
進
、
小
売
店
の

活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

問　
農
畜
水
産
業
生
産
加
工

施
設
衛
生
化
・
省
力
化
等
支

援
事
業
の
補
助
金
と
は

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
経
営
状
況
が
低
迷
し
て

い
る
水
産
業
関
係
者
に
対
し

て
、
新
し
い
生
産
加
工
・
販

売
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
め
ざ

す
基
盤
づ
く
り
の
支
援
策
を

図
る
補
助
金
で
す
。

質 

疑
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一般質問一般質問

　９月定例会での一般質問は、９月９日と
１０日に 14 人の議員が町政全般について
質問を行いました。
　質問と答弁の要旨は次のとおりです。
　一般質問の記事は、質問した議員の責任
において作成したものです。

町政を問う

子育てに大切な学校給食

あちこちに山積みの防災資材

　
コ
ロ
ナ
危
機
と
共
に
台
風

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
２
重
の

対
策
が
求
め
ら
れ
る
国
土
強

靭
化
と
防
災
・
減
災
に
つ
い

て
伺
う
。

一
、
国
土
強
靭
化
対
策

二 
、
防
災
計
画
の
変
更
と
避

難
所
対
策

三
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

四
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置

五 

、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

組
織
化
、
体
制
、
訓
練
の

必
要
性

町
　
長
　

一�

、�

６
月
に
５
年
間
の
国
土

強
靭
化
計
画
を
策
定
し
、

人
命
・
社
会
機
能
・
財
産
・

復
旧
、
復
興
を
図
る
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

二�

、�

５
月
に
修
正
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
開

設
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

三�

、
今
年
度
中
に
作
成
し
、

全
戸
配
布
し
ま
す
。

四�

、
防
災
・
保
健
セ
ン
タ
ー

の
設
置
と
運
営
を
早
く
展

開
し
た
い
。

五�

、
民
間
の
事
業
所
、
民
間

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
け

る
位
置
づ
け
の
中
で
検
討

し
ま
す
。

　
収
束
の
め
ど
が
立
た
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
感
染
拡
大
で
個

人
消
費
が
激
減
し
マ
イ
ナ
ス

成
長
と
な
っ
て
い
る
。

　
企
業
の
倒
産
、
廃
業
に
よ

る
雇
止
め
、
解
雇
の
お
そ
れ

が
あ
る
な
ど
経
済
の
落
ち
込

み
は
深
刻
で
長
期
化
が
予
想

さ
れ
る
。

　
今
こ
そ
子
育
て
支
援
の
充

実
が
必
要
だ
。

　
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
さ

ら
な
る
給
付
金
の
支
給
と
学

校
給
食
費
を
完
全
無
償
化
に

し
て
は
。

町
　
長
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
子
育
て
世
代
の
み

な
ら
ず
全
世
代
に
影
響
が
及

ん
で
い
る
状
態
で
あ
る
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
も

子
育
て
世
帯
へ
の
対
応
を
図

っ
て
き
て
お
り
、
子
育
て
世

帯
に
特
化
し
た
さ
ら
な
る
支

援
は
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

学
校
給
食
費
に
係
る
予
算

額
約
２
億
５
千
万
円
の
内
、

約
30
％
を
保
護
者
に
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
費
用
の
多
く
を
町

が
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
給
食
費
の
無

償
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

防
災
・
減
災
・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
‼

国
土
強
靭
化
施
策
と
防
災
・
保
健
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
育
て
に
追
加
支
援
を

現
行
の
施
策
で
子
育
て
支
援
を
し
ま
す

東垣　典雄 議員

見塚　　修 議員
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船の機関室内部

パソコンが配備されても光が・・・

　
国
は
全
国
の
光
フ
ァ
イ
バ 

ー
の
整
備
計
画
を
２
年
前
倒

し
し
て
令
和
３
年
度
末
ま
で

に
ほ
ぼ
全
世
帯
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
と
、
自
治
体
や
事

業
者
に
よ
る
整
備
を
支
援
し

て
い
る
。
未
整
備
地
域
を
早

期
に
解
消
す
る
と
し
て
最
大

９
割
の
補
助
を
し
て
後
押
し

し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
町

の
整
備
状
況
は
95
．
25
％
で

県
下
で
２
番
目
の
低
さ
だ
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
等
、今
、光
フ
ァ
イ
バ
ー

は
生
活
必
需
品
と
言
わ
れ
て

い
る
。
事
業
者
に
支
援
を
し

て
で
も
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
　
長
　

民
間
事
業
者
に

敷
設
し
て
い
た
だ
い
た
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
が
95
％
ま
で
進

ん
で
い
ま
す
。
情
報
イ
ン
フ

ラ
は
民
間
の
事
業
者
が
整
備

す
る
も
の
で
、
町
が
町
民
の

暮
ら
し
の
た
め
に
整
備
す
る
、

例
え
ば
上
下
水
道
、
電
気
会�

社
が
電
気
を
供
給
す
る
こ
と

と
比
較
す
る
と
、
情
報
イ
ン

フ
ラ
は
命
に
係
わ
る
基
礎
イ

ン
フ
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

�

民
間
の
事
業
者
が
進
め
る
べ

き
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

児
童
、
生
徒
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
は
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
漁
業
関
連
の
経
済
規
模
は
、 

町
の
予
算
の
２
／
３
に
匹
敵

す
る
１
０
０
億
円
に
近
い
。

そ
の
様
な
観
点
か
ら
担
い
手

対
策
を
問
う
。

　
中
で
も
機
関
士
育
成
に
つ

い
て
は
期
間
や
費
用
を
多
く

要
す
る
。
こ
の
様
な
状
況
か

ら
も
受
験
者
数
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
そ
う
い
っ
た
船
員

教
育
に
つ
い
て
、
本
町
と
し

て
免
許
取
得
に
か
か
る
費
用

の
一
部
助
成
な
ど
の
整
備
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
問
う
。

町
　
長
　

漁
船
機
関
士
の�

免
許
取
得
に
か
か
る
費
用
に

つ
い
て
で
す
が
、
議
員
ご
指

摘
の
通
り
数
十
万
円
の
費
用

が
か
か
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

漁
船
機
関
士
等
の
免
許
取

得
に
対
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
で
、
本
町
に

お
い
て
船
員
確
保
に
資
す
る

面
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
の
検
討
課
題
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
を
急
げ

事
業
者
が
整
備
す
る
も
の
で
す

機
関
士
免
許
取
得
の
支
援
を
！

船
員
確
保
に
資
す
る
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す

吉川　康治 議員

西坂　秀美 議員
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大いに期待する新しいコミュニティ

海外研修の交流風景（新温泉町提供）

　
小
学
校
３・
４
年
生
に
ま

で
英
語
学
習
が
拡
大
さ
れ
た
。 

５
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
も
積

極
的
に
各
学
校
を
回
り
、
熱

心
に
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
英
語
に
関

心
を
持
つ
子
ど
も
の
数
は
飛

躍
的
に
伸
び
て
い
る
と
推
察

さ
れ
る
。
そ
の
子
供
達
に
国

際
感
覚
、
ま
た
実
用
に
役
立

つ
英
語
力
を
身
に
着
け
て
も

ら
う
た
め
、
英
語
を
履
修

し
て
４・
５
年
に
な
る
中
学

２・
３
年
生
を
対
象
に
、
学

校
の
休
み
期
間
中
、
海
外
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
寝

食
を
共
に
し
、
学
習
す
る
機

会
を
提
供
す
る
。
そ
ん
な
考

え
、
構
想
は
な
い
の
か
。

教
育
長
　

子
ど
も
達
が
英

語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
み
、
異
な
る
文

化
や
価
値
感
を
理
解
し
、
国

際
社
会
の
平
和
や
発
展
に
貢

献
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
中
学
生
の
海
外
研

修
は
、
旧
町
毎
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
以

降
希
望
者
が
な
い
状
態
が
続

き
ま
し
た
。

　

今
後
、
海
外
研
修
に
子
ど

も
達
が
手
を
挙
げ
る
状
況
に

な
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
考
え

ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
小
規
模

集
落
で
は
、
祭
、
日
役
等
の

自
治
活
動
が
困
難
と
な
り
区

長
や
役
員
の
な
り
手
不
足
地

区
も
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
地
区

に
射
添
地
区
が
手
を
挙
げ
て

お
り
、
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。

①
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

現
況
、
進
捗
状
況
は

②
今
後
の
自
治
活
動
と
の
関

連
は

③
今
後
、
町
は
ど
う
い
う
関

わ
り
を
す
る
の
か

町
　
長
　

①
地
域
の
資
源

の
有
効
活
用
、
住
民
同
士
が

話
し
合
い
住
み
続
け
て
い
く

射
添
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
設
立
総
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

②
各
区
の
自
治
活
動
と
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
、

協
力
し
て
町
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

③
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
補
い

な
が
ら
、
行
政
と
一
体
と
な

り
課
題
解
決
の
た
め
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
海
外
研
修
は

子
ど
も
達
が
手
を
挙
げ
れ
ば
考
え
ま
す

ど
う
す
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
題
解
決
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

藤井　昌彦 議員

上田　勝幸 議員
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地域医療の拠点を担う公立八鹿病院

個人情報は民間に筒抜け 八鹿病院HPより引用

　
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
地
方
制
度
調
査
会
が
答

申
し
た
。
こ
の
間
、
町
長
は

電
算
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド

化
（
複
数
の
自
治
体
で
共
有

す
る
こ
と
）
を
問
わ
れ
、
業

務
が
均
一
化
さ
れ
、
町
の
良

さ
が
な
く
な
る
、
と
否
定
的

な
答
弁
を
し
た
。
こ
ん
ど
は
、

全
自
治
体
の
情
報
を
、
官
民

相
互
の
デ
ー
タ
利
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
、
と
言
う
。

個
人
情
報
を
、
行
政
が
民
間

に
提
供
す
る
の
は
、
個
人
情

報
保
護
に
違
反
す
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
普
及
す

る
訳
が
な
い
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　

答
申
で
は
、
広

域
連
携
を
強
化
す
る
方
向
性

が
示
さ
れ
施
設
、
人
材
の
共

用
、
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

な
ど
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
持
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、
Ａ
Ｉ

の
活
用
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
目
指
す
の
は
住
民
福

祉
の
向
上
で
あ
り
、
担
い
手

不
足
の
中
、
シ
ス
テ
ム
標
準

化
は
、
コ
ス
ト
面
、
業
務
削

減
な
ど
で
望
ま
し
い
方
向
と

考
え
ま
す
。
個
人
情
報
保
護

に
差
し
障
り
が
あ
れ
ば
、
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
措
置
が
取

ら
れ
る
と
判
断
し
ま
す
。　

①
令
和
元
年
度
の
公
立
八
鹿

病
院
決
算
の
資
産
残
高
が
、

約
16
億
６
千
万
円
し
か
な
い

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
②
経
営
状
態
が
悪
い
中
、

毎
年
、
一
億
円
以
上
も
す
る

高
額
機
器
を
将
来
計
画
も
無

く
購
入
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

③
医
師
が
増
え
れ
ば
、
病
院

経
営
は
改
善
さ
れ
る
と
考
え

る
か
④
本
町
の
八
鹿
病
院
利

用
状
況
は
入
院
６
．
８
％
、

外
来
７
．
４
％
と
低
い
が
そ

れ
で
も
積
極
的
に
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
⑤
八

鹿
・
香
住
病
院
と
の
医
療
従

事
者
の
人
事
交
流
は
で
き
な

い
の
か
。

町
　
長
　

①
長
い
歴
史
の

中
で
た
く
さ
ん
の
基
金
を
積

み
上
げ
て
き
た
も
の
で
、
残

り
も
ま
だ
16
億
円
程
度
あ
り

ま
す
②
財
政
状
況
も
鑑
み
な

が
ら
購
入
に
踏
み
切
っ
た
と

と
ら
え
、
必
要
の
な
い
も
の

は
、
な
に
一
つ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
③
拡
充
で
き
れ
ば
、

赤
字
は
縮
小
の
方
向
に
は
間

違
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

④
少
し
し
か
お
世
話
に
な
っ

て
い
な
い
で
は
、
判
断
の
基

準
に
な
ら
ず
、
精
神
的
安
心

も
判
断
の
基
準
で
す
⑤
期
間

限
定
で
も
出
向
さ
せ
て
い
た

だ
け
な
い
か
交
渉
し
て
い
ま

す
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
情
報
を
官
民
共
用
？

望
ま
し
い
方
向
、
情
報
保
護
は
当
然
で
す

経
営
改
善
無
き
八
鹿
病
院
を
支
え
る
の
か

意
見
を
構
成
市
長
会
で
述
べ
て
い
き
ま
す

小谷　康仁 議員

山本　賢司 議員
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小さな命を守ろう！

百年の歴史の麒麟獅子舞に脚光

⑴
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
香
美
町
唯
一
の
鎧
地

区
の
麒
麟
獅
子
舞
を
香
美
町

の
観
光
振
興
に
ど
う
活
か
す

か
。

⑵
地
域
課
題
（
①
Ｊ
Ｒ
山
陰

本
線
の
狭
小
ト
ン
ネ
ル
の
拡

幅
②
災
害
孤
立
解
消
の
た
め

の
新
道
路
整
備
）
の
解
決
は

「
待
っ
た
な
し
」
で
は
な
い

か
。
町
長
に
問
う
。

町
　
長
　

⑴
「
麒
麟
が
舞

う
因
幡
・
但
馬
」
が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

麒
麟
獅
子
舞
の
観
光
振
興
と

い
う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て

い
な
い
地
元
の
現
状
で
す
の

で
、
今
後
、
誘
客
を
図
り
観

光
振
興
に
努
め
ま
す
。

⑵
①
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
所
有
物
で
山

陰
本
線
開
通
当
時
の
大
型
車

両
通
行
不
能
構
造
の
ま
ま
で

す
。
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
迂

回
路
や
多
額
な
事
業
費
で
困

難
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
支
社

へ
の
問
題
提
起
は
可
能
で
す
。

②
災
害
孤
立
解
消
の
道
路
整

備
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
地
形
的
に
困
難
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
道
を

災
害
に
強
い
道
路
に
す
る
対

策
を
強
め
ま
す
。

　
本
町
は
人
と
自
然
の
共
生

す
る
町
を
目
指
し
て
い
る

が
、
自
然
の
一
部
で
あ
る
動

植
物
と
の
ふ
れ
合
い
や
ペ
ッ

ト
を
飼
う
こ
と
で
人
に
良
い

影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て

い
る
。
一
方
で
猫
の
不
適
切

な
飼
育
、
無
責
任
な
餌
や
り

で
多
頭
飼
育
崩
壊
の
実
態
が

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方 

々
が
猫
の
命
を
救
い
、
増
や

さ
な
い
た
め
に
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動

（
捕
獲
・
不
妊
去
勢
手
術
・

元
の
場
所
に
戻
す
）
を
さ
れ

て
い
る
。
①
猫
を
取
り
巻
く

現
状
は
②
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
へ
の

支
援
に
つ
い
て
町
長
の
所
見

を
問
う
。

町
　
長
　
①
本
町
の
猫
の

飼
育
頭
数
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
野
良
猫
へ
の
餌
や

り
で
猫
が
集
ま
り
糞
尿
や
悪

さ
を
し
て
困
る
の
で
捕
ま
え

て
ほ
し
い
等
の
苦
情
が
あ
り
、

捕
獲
さ
れ
た
野
良
猫
の
多
く

が
殺
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
や
里
親
探
し

等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

私
財
を
投
じ
て
実
践
さ
れ
、

敬
意
を
表
し
ま
す
が
、
地
域

に
戻
す
に
は
地
域
の
同
意
が

得
ら
れ
地
域
と
し
て
野
良
猫

問
題
に
対
応
す
れ
ば
、
町
と

し
て
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

麒
麟
獅
子
の
里
の
観
光
振
興
と
課
題
解
決
を
！

誘
客
に
努
め
、
課
題
は
認
識
し
て
い
ま
す

猫
と
の
共
生
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
へ
の
支
援
は

地
域
の
同
意
や
地
域
猫
と
し
て
対
応
が
必
要
で
す

徳田喜代子 議員

谷口　眞治 議員
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特定地域づくり事業協同組合の概要

ここで鮮度を保っています

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
、
以
下

を
問
う
。
①
今
後
の
自
治
体

の
独
自
支
援
対
策
②
コ
ロ
ナ

禍
で
の
農
業
の
課
題
③
コ
ロ

ナ
禍
で
の
漁
業
の
課
題

町
　
長
　

①
本
町
の
独
自�

対
策
と
し
て
は
、
国
や
県
の

緊
急
経
済
対
策
に
先
立
ち
、

感
染
症
予
防
対
策
、
町
民
生

活
へ
の
支
援
、
事
業
者
へ
の

支
援
な
ど
町
独
自
の
支
援
策

を
盛
り
込
ん
だ
提
案
を
し
て

い
ま
す
。
②
農
業
の
支
援
に

つ
い
て
、
外
食
産
業
の
低
迷

に
伴
う
枝
肉
価
格
の
下
落
、

子
牛
市
場
価
格
に
影
響
の
大

き
か
っ
た
畜
産
を
中
心
に
支

援
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
繁
殖
牛
に
欠

か
せ
な
い
但
馬
牛
受
精
料
助

成
金
や
、
牛
舎
の
衛
生
管
理

作
業
省
力
化
を
促
進
す
る
畜

産
振
興
対
策
事
業
な
ど
で

す
。
③
漁
業
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
但
馬
漁
協
や
香
住

水
産
加
工
協
の
冷
蔵
保
管
能

力
を
確
保
す
る
た
め
の
、
水

産
物
冷
蔵
保
管
調
整
支
援
事

業
、
水
産
業
生
産
加
工
施
設

衛
生
化
・
省
力
化
等
支
援
事

業
な
ど
で
す
。

　
国
に
お
い
て
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
推
進
法
が
令
和
２

年
６
月
４
日
に
施
行
さ
れ
た
。

　
本
法
は
地
域
の
若
者
や
移

住
者
ら
を
雇
い
、
地
元
事
業

者
に
派
遣
す
る
事
業
協
同
組

合
の
設
立
を
後
押
し
す
る
内

容
で
、
運
営
費
の
半
分
を
国

と
地
元
市
町
村
で
補
助
し
て
、

安
定
的
な
雇
用
環
境
と
一
定

の
給
与
水
準
を
確
保
す
る
も

の
で
あ
る
。
現
在
町
が
進
め

て
い
る
移
住
定
住
施
策
と
若

者
流
出
対
策
や
地
域
の
人
材

不
足
解
消
に
期
待
で
き
る
と

思
う
が
町
の
考
え
は
。

町
　
長
　

本
制
度
は
、
地

域
内
の
若
者
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
外
か
ら
の
移
住
者
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
の
仕
事

の
確
保
に
よ
り
、
移
住
者
、

定
住
者
の
増
加
、
人
口
減
少

対
策
と
し
て
の
狙
い
も
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
町
と
し
て
は
、
町

内
事
業
者
の
人
材
確
保
ニ
ー

ズ
や
派
遣
労
働
者
へ
の
料
金

負
担
、
組
合
へ
の
出
資
意
向

の
把
握
は
も
と
よ
り
、
地
域

内
の
若
者
や
移
住
定
住
者
な

ど
、
人
材
や
労
働
力
の
確
保
、

組
織
体
制
な
ど
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
は

町
独
自
の
支
援
策
を
盛
り
込
み
ま
す

雇
用
の
増
加
対
策
と
し
て
新
制
度
導
入
を

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
と
体
制
の
検
討
が
必
要
で
す

田野　公大 議員

森浦　　繁 議員
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本庁福祉課が相談窓口です

小代南部健康高原専用水道施設

　
小
代
南
部
健
康
高
原
専
用

水
道
の
水
源
が
近
年
の
温
暖

化
の
影
響
も
あ
る
の
か
水
位

低
下
し
、
水
不
足
に
な
り
利

用
施
設
で
あ
る
美
方
高
原
自

然
の
家
と
ち
の
き
村
等
で
断

水
が
発
生
し
た
。

　
緊
急
手
配
で
香
美
町
の
給

水
車
に
て
貯
水
槽
に
水
の
供

給
を
し
、
安
定
供
給
に
力
を

尽
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
今
後
利
用
者
に
迷
惑
を

か
け
る
事
態
を
懸
念
し
て
い

る
。
原
水
は
地
下
水
の
み
で

あ
り
、
原
水
の
抜
本
的
な
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　

水
源
に
つ
き
ま

し
て
は
、
備
（
そ
な
え
）
地

区
の
水
源
を
主
と
し
、
八
反

滝
付
近
の
林
道
沿
い
の
水
源

も
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、

水
量
も
少
な
く
大
き
な
改
善

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

水
源
の
抜
本
的
な
見
直
し

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
必

要
性
は
認
め
る
も
の
の
、
多

額
の
費
用
も
か
か
る
こ
と
か

ら
当
面
の
間
は
現
行
の
給
水

車
に
よ
る
給
水
で
し
の
い
で

い
き
、
今
後
実
施
に
向
け
財

源
や
手
法
等
も
検
討
し
、
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
、
ひ
き

こ
も
り
の
方
等
の
就
労
の
紹

介
等
を
行
な
う
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
み
」が
、 

発
足
か
ら
約
１
年
が
過
ぎ
、

５
件
の
就
労
実
績
が
あ
っ
た
。

社
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
等

も
し
て
い
る
。
非
常
に
良
い

制
度
と
期
待
し
て
い
る
。
さ

ら
に
発
展
す
る
た
め
、
①
事

業
の
周
知
を
は
か
る
。
②
役

場
内
の
垣
根
を
こ
え
又
社
協

等
と
の
連
携
を
密
に
す
る
。

③
本
人
家
庭
等
の
相
談
・
ア

ド
バ
イ
ス
等
も
行
な
う
。
な

ど
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　

障
が
い
者
、
ひ

き
こ
も
り
者
、
生
活
困
窮
者

等
の
潜
在
的
な
能
力
を
生
か

し
、
地
域
社
会
の
担
い
手
を

増
や
し
て
い
く
と
と
も
に
、

共
生
社
会
づ
く
り
の
推
進
を

目
的
に
、
昨
年
８
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、
①
町
広
報
な
ど
の
媒

体
を
通
し
て
周
知
を
図
り
ま

す
。
②
関
係
者
に
よ
る
「
個

別
支
援
検
討
会
議
」
の
設
置

に
向
け
て
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

③
関
係
者
の
方
等
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の

提
供
、
及
び
助
言
等
を
図
っ

て
い
ま
す
。

原
水
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
だ

当
面
は
給
水
車
の
給
水
で
し
の
ぎ
ま
す

町
福
祉
職
業
等
紹
介
所
の
さ
ら
な
る
発
展
を

事
業
を
拡
充
し
、
内
容
を
充
実
し
ま
す

岸本　正人 議員

西谷　高弘 議員
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一般質問 その他こんな質問もしました
質問議員 質　問　項　目

見塚　　修

このまちに住むことに誇りをもち、
より豊かな住みよいまちづくりを求
めて（Ｐａｒｔ１４）
安心・安全・活力編
・�新型コロナ対策の検証・課題につ
いて伺う
・�新型コロナ対策の課題解決策、本
町の社会・経済活動の再生、活性
化について伺う

吉川　康治 ・空き農地利用促進対策について伺う

西坂　秀美 ・オンライン授業の課題について

小谷　康仁

・コロナ禍で浮かんだ問題点につい
て問う

・熱中症予防対策の効果について問う
・GIGAスクール構想について問う
・冬期間の生徒の通学について問う

質問議員 質　問　項　目

山本　賢司
・�新型コロナウイルス感染症で学ん
だことは？
　�経済性、効率性から教育、福祉、
くらし優先へ

谷口　眞治
・�新型コロナウイルスの感染急拡大
の抑止・防疫体制の拡充について
問う

田野　公大 ・�コロナ禍他における社会変化への
対応について（その２）

西谷　高弘 ・安心安全な道路について問う

岸本　正人 ・�第三セクター指定管理者制度につ
いて

　新型コロナウイルスの感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民生活への不
安が続いている中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療・教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策な
ど喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財政はかつてない
厳しい状況になることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現さ
れるよう、強く要望する。

記
１　�地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。そ
の際、臨時財政対策債が累積することのないよう発行額の縮減に努めるとともに償還財源を確保するこ
と。

２　�地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額を確保
すること。

３　�令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じるとと
もに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

新型コロナウイルスの感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

国 に意 見 書 を提 出
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令和元年度政務活動費を報告します
　香美町議会では、会派が実施する調査研究等に必要な経費の一部を政務活動費として交付し
ています。この政務活動費は、条例に基づき、議員１人当たり月額5,000円が会派に対し支払わ
れます。令和元年度は４つの会派が政務活動費の交付を受けて活動しましたので、その収支に
ついて報告します。

政務活動費収支一覧表

会派名 日本共産党
香美町議員団 新風会 香美町公明党 香美創生

所属人数 2 人 4 人 1 人 8 人

所属議員 山本賢司、谷口眞治 見塚　修、西坂秀美
上田勝幸、小谷康仁 西谷高弘

西谷　尚、徳田喜代子
東垣典雄、田野公大
岸本正人、吉川康治
藤井昌彦、西川誠一

交付額（a） 120,000 円 200,000 円 60,000 円 380,000 円

支
出
額
内
訳

調 査 研 究 費 172,486 円

研 修 費 143,500 円

広 報・ 公 聴 費 24,780 円 92,699 円

要請陳情等活動費 45,780 円

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 43,296 円 9,630 円 5,310 円 11,418 円

事 務 費 3,662 円 3,394 円

人 件 費

支出額合計 (b) 117,518 円 182,116 円 5,310 円 251,011 円

町への返還額 (a)-(b) 2,482 円 17,884 円 54,690 円 128,989 円

政務活動費を使った
主な活動

〈 要請陳情 〉
5/14「新温泉風力発
電事業計画に関する
要請書」を経済産業
大臣、環境大臣に提
出。

〈 広報 〉
1/24・25、2/2・9・15「町
政を語る会」開催。

〈 資料購入 〉
活動のために必要な
新聞購読、図書等を
購入。

〈 調査 〉
8/2 ～ 8/3 徳島県美
馬市を視察し、「山人
の里」「百笑一起の
会」「太陽マーケット」
について調査研究。
2/4 養父市、鳥取県 
岩 美 町を 視 察し、
「ケーブルテレビ」
について調査研究。

〈 資料購入 〉
活動のために必要な
新聞購読、図書等を
購入。

〈 資料購入 〉
活動のために必要な
図書を購入。

〈 研修 〉
1/22 ～ 1/23 香川県
三豊市（バイオマス 
資源化センターみと
よ）にて、トンネルコン
ポスト方式について視
察研修。
徳島県美馬市（株式
会社ウダツアップ）に
て、シェアリングエコノ
ミー・遊休地及び空き
家の利活用を視察研
修。

〈 研究 〉
講師を招き、新たなト
マト栽培を学ぶ。

〈 広報 〉
活動報告チラシ作成。

〈 資料購入 〉
活動のために必要な
図書を購入。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
が

未
曾
有
の
困
難
に
直
面
し
て

い
る
。
町
内
に
は
ま
だ
コ
ロ

ナ
の
感
染
者
は
出
て
い
ま
せ

ん
が
、
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て

く
る
コ
ロ
ナ
情
報
。
多
く
の

人
が
先
の
見
え
な
い
不
安
を

抱
え
て
い
る
今
こ
そ
「
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
」
と
の

思
い
で
議
会
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
何

で
も
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
、
平
穏
な
日
常
を
取
り

戻
せ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
N
）

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

徳
田
喜
代
子

　

副
委
員
長　

谷
口　

眞
治

　

委　
　

員　

田
野　

公
大

　
　
　
　
　
　

岸
本　

正
人

　
　
　
　
　
　

西
坂　

秀
美

　
　
　
　
　
　

西
谷　

高
弘

　
　
　
　
　
　

藤
井　

昌
彦

ー
ス
リ
ー
サ
イ
ズ
を
教
え
て

①
甲
羅
の
長
さ
：
46
㎝

②
胴
囲
：
78
㎝

③
体
重
：
11
㎏

ー
食
べ
も
の
は

　

主
食
は
野
菜
で
、
副
食
は

果
物
。
特
に
小
松
菜
、
バ
ナ

ナ
が
大
好
き
だ
よ
。

ー
駅
長
さ
ん
の
お
し
ご
と
は

　

毎
日
、
朝
・
昼
・
夕
方
の

公
園
の
見
回
り
と
み
ん
な
と

の
ふ
れ
あ
い
だ
よ
。
時
々
、

道
の
駅
の
「
そ
ら
ち
ゃ
ん
時

計
」
の
歌
声
を
聞
き
に
行
く

よ
。
見
か
け
た
ら
声
を
か
け

て
ね
。

ー
好
評
「
そ
ら
ち
ゃ
ん
」

グ
ッ
ズ

　

道
の
駅
限
定
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ホ
ル
ダ
ー
と
マ
グ
ネ
ッ
ト

が
人
気
だ
よ
。
新
し
く
、
そ

ら
ち
ゃ
ん
の
「
た
ま
ご
か
け

ご
飯
の
し
ょ
う
ゆ
」
の
販
売

が
始
ま
る
よ
。
買
っ
て
ね
。

ー
議
会
に
ひ
と
こ
と

　

み
ん
な
会
い
に
来
て
ね
。

い
つ
で
も
大
歓
迎
だ
よ
。

　

よ
そ
の
み
ん
な
に
余
部
の

魅
力
や
鉄
橋
な
ど
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
い
、
香
美
町

フ
ァ
ン
が
一
人
で
も
増
え
れ

ば
い
い
な
ぁ
。

　

一
歩
ず
つ
頑
張
る
よ
。

ー
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
余
部
ク
リ
ス
タ
ル
タ

ワ
ー
」
と
駅
長
「
そ
ら
ち
ゃ

ん
」
に
、
観
光
客
の
み
ん
な

大
喜
び
だ
よ
。
で
も
、
天
気

の
良
い
日
に
は
、
見
回
り
が

気
に
入
っ
て
小
屋
に
帰
り
た

が
ら
ず
、
連
れ
て
帰
る
の
が

ひ
と
苦
労
だ
よ
。
食
事
、
お

風
呂
、
見
回
り
な
ど
、
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
ら
、

元
気
で
お
し
ご
と
頑
張
ろ
う

ね
。

（
飼
育
専
門
員
の
坂
田
操
さ

ん
と
飼
育
担
当
の
田
中
良
作

さ
ん
よ
り
）

　

今
回
は
、
余
部
鉄
橋
「
空

の
駅
」
で
カ
メ
駅
長
と
し
て

大
活
躍
の
「
そ
ら
ち
ゃ
ん
」

に
伺
い
ま
し
た
。

ー
お
名
前
と
お
年
は

　
「
そ
ら
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

本
名
は
余
部
小
の
み
ん
な
に

決
め
て
も
ら
っ
た
「
か
め
だ

そ
ら
」
だ
よ
。
４
歳
の
女
の

子
。
よ
ろ
し
く
！

ー
ど
こ
か
ら
来
た
の

　
　
　
ど
こ
に
い
る
の

　

２
年
前
の
８
月
に
、
神
戸

か
ら
余
部
鉄
橋
「
空
の
駅
」

駅
長
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
の
。

い
つ
も
は
「
余
部
ク
リ
ス
タ

ル
タ
ワ
ー
」
前
の
小
屋
に
い

る
よ
。

（
香
住
区
）

http://w
w
w
.tow
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こ
こ
に
あ
り

ケヅメリクガメ
　「そらちゃん」の亀の種類は「ケヅメリク
ガメ」です。後ろ足の付け根にとげ状のう
ろこがあり、鳥の蹴爪に見えることから、そ
の名が付けられたようです。
　砂漠などの暑い国の寒暖差のある地域で
生息し暑さよりも寒さが苦手です。冬期間
は小屋を電気暖房しています。
　大きさは最大で80㎝、重さ80㎏になる
ことも。寿命は30年から50年ぐらいです。


